
　６月２１日（日）田野原地区にある高津川の水源地「大蛇ヶ池」にて、水源祭りが開催されました。

　当日は、よさこいや恵比寿舞などの演目披露のほか、地元の方々によるうどんやたこ焼きなどの屋台が並びました。八

久呂太鼓の演奏は雨天のため中止となりましたが、地元吉賀町をはじめ津和野町や益田市、山口県宇部市の４つのよさこ

いチームが会場を盛り上げました。

　藁龍を担ぎ池の周りを練り歩き、法被を脱いで池へ勢いよく飛び込んでいく様子は圧巻の迫力でした。その様子を逃さ

ぬよう県内外から来た多くのカメラマンが池を取り囲み撮影していました。

　吉賀高校の生徒も屋台の手伝いや藁龍の担ぎ手としてお祭りをサポートされていました。地域の方々の温もりや繋がり

を感じられるお祭りです。来年の開催が今から楽しみです。
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令和８年度吉賀町消防操法大会が開催される！

　６月７日（日）大野原運動交流広場において、令和８年度吉賀町消防操法大会が開催されました。

　この大会は、迅速、的確かつ安全に消防活動に従事できるよう定められた、消防用機械器具の取扱い及び操作方法を習

得する為に、毎年開催されています。大会当日は、雨が降る悪天候となりましたが、訓練の成果をいかんなく発揮され、

迫力ある操法を披露しました。今後とも吉賀町消防団は町民の皆様の期待に応えるべくよりいっそうの訓練を重ね、地域

防災力の向上に努めます。

（ポンプ車の部）

　優　勝　第３分団（柿木）

　準優勝　第２分団（七日市）

　第３位　第１分団（六日市）

（小型ポンプの部）

　優　勝　第８分団（木部谷・大野原）

 大会結果 大会結果

第６８回島根県消防操法大会　第３分団　第２位

　第６８回島根県消防操法大会が７月５日 ( 日 ) 松江市の島根県消防学校で開催され、県内の消防団員たちが日ごろの訓

練の成果を競いました。今年度は町大会において優勝した第３分団が代表として出場しました。結果、得点１８１. ５点

を獲得し、１位の飯南町消防団とはわずか１点差の２位という素晴らしい成績を収めました。また、纏と選手には技能章

の授与が行われました。ベストを尽くした選手の皆さんの健闘を心よりたたえたいと思います。

 出場選手 出場選手

第３分団

　指揮者（分団長）　田村真一

　１番員（班　長）　吉川健太

　２番員（部　長）　佐々木翔

　３番員（班　長）　坂下恭一

　４番員（団　員）　田村守男

　補助員（団　員）　友重拓哉

元　島根県町村監査委員協議会会長　上田重夫さんに感謝状贈呈

　この度、全国町村監査委員協議会から、上田重夫さんへ、島根県町村監査委員協議

会会長を務められた功績が認められ、感謝状が送られることとなり、６月１１日、岩

本町長が伝達をされました。

　上田さんは、令和５年４月から令和８年３月までの３年間、会長を務められました。

また、平成２６年７月から令和８年３月までの１２年間、吉賀町の監査委員を務めて

いただきました。
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吉賀町行政相談委員「島根行政監視行政相談センター所長感謝状」受賞

　吉賀町行政相談委員の谷みどりさん、村本靜江さんが、「島根行政監視行政相談センター所長感謝状」を受賞され、表

彰式が５月２０日（水）に行われました。

写真（右）谷みどりさん 写真（右）村本靜江さん

元　柿木村助役　板垣高年さんに叙勲の栄

　柿木村助役として４期１４年の長きに亘って村政に貢献された、板垣高年さんに、瑞宝双光章が授与されることとなり、

６月２３日に岩本町長から勲記と勲章が伝達されました。

　瑞宝双光章とは、公務等に長年にわたり従事し、顕著な功績を挙げられた方に贈られる勲章の一つです。

　板垣さんは、昭和３７年２月から平成３年１０月までの約

２９年にわたる柿木村役場職員としての豊富な行政経験と卓越

なる職見を高く評価され、同年１１月に柿木村助役に選任され

ました。平成１７年９月に退任するまでの間、助役として村政

の発展と教育、文化、福祉の向上をはじめとする地方自治の振

興に尽力された功績が、叙勲の栄誉として認められたものです。

　谷さんと村本さんは、令和５年４月に総務

大臣から行政相談委員を委嘱されて以来、町

民の皆さんの身近な相談相手として、定例相

談所などで暮らしの困りごとなどの相談を受

け付け、その解決に尽力されてきたことなど

の功績が認められ、今回の受賞となりました。

棚田オーナーが草取りを行いました

　６月２３日（火）に大井谷棚田にて棚田オーナーの柿木小学校５年生が草取りを行いました。朝から雨模様の日でしたが、

作業前には雨も上がり、生徒のみなさんは張り切って棚田に入り、泥んこになりながら草取りを頑張っていました。秋に

向けて稲がどのぐらい成長するのか楽しみです。作業後には食生活改善推進員さんからフルーツヨーグルトと抹茶ミルク

の差し入れもいただきました。

　棚田オーナー全体での草取りは６月２８日（日）

に行いました。台風の影響で中止も検討したところ

ですが、当日は台風一過となり、無事に実施するこ

とができました。

　県内外から多数参加されたオーナーの皆さん、作

業後は温泉や鮎など、吉賀町を堪能して帰られると

のことでした。



広報よしか　2026 年 8 月号　№ 250　　4

トピックス
話題・できごと

はつこいマルシェに出店しました！

　６月７日、廿日市市の宮島口旅客ターミナル周辺で開催された「はつこいマルシェ」に参加しました。このマルシェは

廿日市市にゆかりのある農産物や加工品を集めたもので、吉賀町が加入している津和野街道交流協議会（構成市町：廿日

市市、津和野町、吉賀町）のご縁での出店となりました。

高松宮賜杯第７０回全日本軟式野球大会出場

～　中国地区ブロック代表　吉賀クラブ　～

　６月２０日に、鳥取県倉吉市の倉吉市営野球場で開催された、高松宮賜杯第７０回全日本軟式野球大会中国地区予選会

に吉賀クラブ（島根県代表）が出場し、激闘の末、中国地区ブロック代表として全国大会への切符を掴むことができました。

　中国地区ブロック代表又、島根県代表として、令和８年９月１２日～１４日に山形県で開催される全国大会に出場しま

す。今後とも皆様の応援をよろしくお願いいたします。

吉　賀町からはアンテナショップかきのき村が出店し、

有機野菜や草の庭の焼き菓子などを販売しました。午前

中はあいにくの天候でフェリー利用者も普段より少ない

様子でしたが、午後からは日が差し、多くの方が訪れる

イベントとなりました。

中国地区スポーツ推進委員研修会

　６月２７・２８日に出雲市にて中国地区スポーツ推進委員研修会が開催されました。中国地区のスポーツ推進委員ら約

８００名が一堂に会し研修をおこないました。島根県での開催はコロナ禍を挟んで１０年振りでした。

　今回は「バルシューレ」「自分の姿勢を知ろう」「アレンジカローリング」の実技研修をおこないました。

　吉賀町スポーツ推進委員はこの他にも各種研修に参加し、

地域スポーツの拡大発展に資する為、日々活動しています。

来年度は島根県で全国研修会が開催されます。

　各種ニュースポーツ等の指導や事業の企画等のご要望が

ありましたら、各地区のスポーツ推進委員または教育委員

会までご相談ください。
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日本マスターズ２０２６サッカー競技中国予選会

紫逅倶楽部から６人選出　中国大会２位 全国大会出場決定

　６月１３～１４日、日本マスターズ２０２６サッカー競技中国予選会が広島

県で開催されました。

　島根県社会人サッカーリーグに所属する紫逅倶楽部から岩本岬、大石起都登、

山根寛貴、澄川直哉、村上正樹、澄川広樹の６名選出され、２日間で４試合戦

いました。２勝２引き分けで予選を終え、中国地区２位となり、全国大会出場

します。全国大会は９月１９日〜２２日に石川県で開催されます。

第４８回島根県ユースサッカーＵ１２交歓優勝大会　ベスト８

　鹿足郡内を中心に活動するクラブチーム、鹿足サッカースクールは６月１４～１５日に浜田サンビレッジで開催された

第４８回島根県ユースサッカーＵ１２交歓優勝大会に参加しました。

　初日予選リーグ戦は１勝１分で惜しくも２位となり、

上位トーナメントに進出することはできませんでした

が、全力でゴールを目指し、体を張って懸命に追う姿は

鹿足らしいサッカーを体現できたいと思います。

第７６回〝社会を明るくする運動〟メッセージ伝達式及び啓発活動

　“社会を明るくする運動”は、すべての国民が、犯罪や非行の防止と犯罪や非行をした人たちの更生について理解を深め、

それぞれの立場において力を合わせ、犯罪や非行のない安全で安心な明るい地域社会を築こうとするものであり、毎年７

月を強調月間として全国的に運動を展開しています。

　吉賀町では、７月１日（水）に役場本庁舎において益

田地区保護司会吉賀町保護司の木村與志雄さんから、岩

本町長へ内閣総理大臣のメッセージが伝達されました。

強調月間中は役場本庁舎に懸垂幕を掲揚し、第７６回“社

会を明るくする運動“吉賀町推進委員の皆さんにご協力

いただき、のぼり旗の掲揚もおこないました。

安全祈願地蔵　供養祭

　約１５０年前に作られたと伝えられている座像１体と立像６体が地元住民

の安全祈願として設置されており、２００８年以降、３年ごとに供養祭が開

かれています。
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子どもとお母さんの健康

≪妊婦・乳幼児健康相談≫

　日時・会場：８月　４日（火）１０：００～１１：３０

　　　　　　　かきのき保育所

　　　　　　　８月２５日（火）１０：００～１１：３０

　　　　　　　吉賀町保健センター

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

≪きらきら広場≫　※要予約

　日時・会場：８月６日（木）１０：００～１１：２０

　　　　　　　（午後～育児相談）　吉賀町保健センター

　内　　　容：幼児と保護者を対象に、ふれあい遊び、

　　　　　　　製作遊び、子育て相談などを実施します。

　　　　　　　参加希望の方は８月３日（月）までに

　　　　　　　お申し込みください。

　問　合　せ：役場保健福祉課

≪乳児健診≫

　日時・会場：８月２５日（火）１３：００～

　　　　　　　吉賀町保健センター

　対　象　児：３～５か月児

　　　　　　　　（令和８年３月～令和８年４月生）

　　　　　　　９～１１か月児

　　　　　　　　（令和７年９～１０月生）

　問　合　せ：役場保健福祉課、柿木地域振興室

大人の健康

≪健診結果報告会≫

　６～７月に実施した集団健診（特定健診等）をご受診い

ただいた方の結果をお渡しします。当日会場にご来場いた

だいた本人様分のみをお渡しいたしますので、ご了承くだ

さい。

７月２７日（月）
９：００～

１１：３０
七日市公民館

８月　３日（月）
９：００～

１１：３０
吉賀町ふれあい会館

８月　４日（火）
９：００～

１１：００
蔵木公民館

８月　７日（金）
９：００～

１１：００
朝倉公民館

８月２０日（木）
９：００～

１２：００
吉賀町保健センター

　実 施  内 容：特定健康診査

　【オプション検査】

　胸部Ｘ線検査、大腸がん検診、前立腺がん検査

　※和﨑医院のオプション検査は、胸部レントゲン検査の

　　みになります。

　持　 参　 物：加入保険の資格が確認できるもの、

　　　　　　　　特定健康診査受診券、質問票、自己負担金、

　　　　　　　　検体等

　そ　 の 　他：受診する医療機関への事前予約が必要。

　　　　　　　　前述の医療機関以外での受診を希望され

　　　　　　　　る場合は、保健福祉課へご相談ください

≪乳がん・子宮頸がん検診≫　※要予約

月日 会場 検診内容

８月２５日（火） 七日市公民館

乳がん検診

子宮頸がん検診

８月２７日（木） 朝倉公民館

８月２９日（土） 吉賀町ふれあい会館

８月３０日（日） 吉賀町保健センター

９月　２日（水） 蔵木小学校体育館

　受付時間：お一人ずつ予約日時が異なります。

　　　　　　詳しくはお問合せください。

　持 参 物：保険証、自己負担金、

　　　　　　乳がん検診クーポン券（対象年齢の方）

≪医療機関での子宮頸がん検診≫

受診を希望される方は、医療機関へ直接予約してください。

益田地域医療センター

医師会病院
０８５６‐２２－３６１１

山根病院三隅分院 ０８５５‐３２‐４３４３

≪医療機関での健康診査≫

　日　　　　程：７月１日（水）～９月３０日（水）

　実施医療機関：小笠原医院（☎７９－２０１２）

　　　　　　　　栗栖医院（☎７９－２００６）

　　　　　　　　松浦内科胃腸科（☎７７－０１１１）

　　　　　　　　よしか病院（☎７３－７５７５）

　　　　　　　　和﨑医院（☎７２－００２５）

　対　　　　象：①国民健康保険加入者

　　　　　　　　②後期高齢者医療被保険者で、生活習慣

　　　　　　　　　病の一環で、病院又は診療所において、

　　　　　　　　　健診の検査項目と同様の検査を定期的

　　　　　　　　　に受けていない人

　　　　　　　　③４０歳未満の方

　　　　　　　　④生活保護受給者の方

保健だより
健康・食育・予防
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　対 象 者：吉賀町に住所を有する２０歳以上の女性

　実施期間：令和９年３月３１日まで

　検査内容：細胞診（全員実施）、

　　　　　　ＨＰⅤウイルス検査（希望者のみ実施）

　＜自己負担金＞

　２０～４９才、生活保護受給者：細胞診　０円

　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰⅤ　０円

　５０才以上の町国保加入者、後期高齢者医療加入者：

　　　　　　　　　　　　　　　　細胞診　　４００円

　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰⅤ　１２００円

　５０才以上の町国保加入者以外：細胞診　１２００円

　　　　　　　　　　　　　　　　ＨＰⅤ　１２００円

≪こころの相談≫＊要予約

　日時：８月２４日（月）　午後

　場所：吉賀町保健センター

　　　　（希望があればお申し出ください）

　内容：松ヶ丘病院精神科医による相談

　※子どもさんに関する相談を優先とさせていただきます

　ご希望の方は、８月１７日（月）までに保健師までお申

　し込みください

≪ひきこもり相談≫※要予約

　日　時：８月１８日（火）

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　☎７７‐１５５２

　ご希望の方は８月１２日（水）までにお申し込みください。

≪障がい者就労相談会≫（エスポア）

　日時：８月２０日（木）

　場所： 吉賀町保健センター

　内容：専門の相談員が相談に応じます

　予約：益田障がい者就労生活支援センター

　　　　☎０８５６‐２３‐７２１８

　ご希望の方は８月１７日（月）までにお申し込みください。

行き

　８時３０分　発 六日市庁舎

　８時５０分 七日市駅

　９時０５分 柿木庁舎

１０時００分　着 病院

帰り

１１時３０分　発 病院

１２時４０分 柿木庁舎

１２時５０分 七日市駅

１３時００分　着 六日市庁舎

≪松ヶ丘病院通院送迎バス≫（３日前までに予約必要）

　８月の運行日：　３日（月）　１２日（水）　１７日（月）

　　　　　　　　２７日（木）　３１日（月）

　予約先：よしかの里　相談支援事業所　パレット

　　　　　☎７７‐１５５２

≪テーミル運動教室≫

　会　場：吉賀町福祉センター

　講　師：小川恵子さん

　実施日：８月６日、１３日、２０日

　　　　　１３：３０～１５：００

　会　費：会員月１，０００円、準会員１回５００円

　持ち物：飲みもの、室内運動靴、タオル、バスタオルを

　　　　　持参してください。

　内　容：筋力アップ、運動不足解消に、ぜひご参加くだ

　　　　　さい。

　申込み：役場保健福祉課、柿木地域振興室

介護予防教室

≪からだ爽快教室≫

　日時：８月７日（金）１３：３０～１５：００

　会場：柿木公民館

　内容：運動療法

≪骨折転倒予防≫

　日時：８月２８日（金）　１３：３０～１５：００

　会場：吉賀町福祉センター

　内容：家でできる体操の指導など

≪ストレッチ教室≫

　時　間：１０：００～１１：００

　　　　　※２１日（金）のみ９：３０～１０：３０

　内　容：ゴムバンドを使ったストレッチ、トレーニング

８月の日にち・会場 送迎予約〆切日

　４日（火）柿木公民館 ７月３０日（木）

２１日（金）吉賀町保健センター ８月１８日（火）

２８日（金）七日市公民館 ８月２５日（火）

３１日（月）蔵木公民館 ８月２６日（水）

保健だより
健康・食育・予防
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保健だより
健康・食育・予防

食中毒を予防しましょう
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保健だより
健康・食育・予防

　吉賀町食生活改善推進員（食改さん・ヘルスメイト）の仲間になって一緒に楽しく活動しませんか？

　食生活改善推進員とは「私達の健康は私達の手で」をスローガンに地域における食を中心とした健康づくりの案内役と

して活動しています。今年度育成教室を開催します。令和８年１０月～５回コースの教室を受講していただきます。対象

は吉賀町にお住まいで、修了後は吉賀町食生活改善推進員としてボランティア活動に参加できる方、年齢・性別は問いま

せん。まず自分の家庭から、そして地域へ健康の輪を広げましょう。申し込みの締め切りは９月１１日（金）です。

　自己負担金：１０００円（テキスト代、調理実習材料費として）

　【問合せ】保健福祉課　保健師または栄養士　☎７７-１１６５　／　柿木地域振興室　保健師　☎７９-２２１１

親子でほっと一息♪　子育て交流サロンに遊びに来ませんか？

　令和８年４月１日より、吉賀町子育て交流サロンは七光保育所の園舎内へ場所を移し、新たにスタートしました。

　吉賀町子育て交流サロンは、妊婦さんや子育て中の保護者とそのお子さんが、気軽に集い、交流できる場です。親子で

ゆったり過ごしたり、保護者同士でおしゃべりを楽しんだり、子育ての悩みを相談したりと、それぞれのペースで自由に

ご利用いただけます。また、「ママさんヨガ教室」や「ベビーマッサージ」、「栄養相談」、「身体測定」などの定期イベン

トも開催しています。さらに、不定期で「保育所の給食体験」や「土曜開所（園舎開放）」も実施しています。

吉賀町子育て交流サロン

場　　所：七光保育所内（七日市４６７番地２）

電話番号：０８５６‐７８‐０３１０

　　　　　０８０‐２８８９‐７８８９

利 用 料：無料（イベントは別途実費有）

開 所 日 :週３日開所

開所時間：１０時～１５時
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皆
さ
ん
は
、「
食
育
」
を
ご
存
じ
で
す
か
？

「
食
育
」
と
は
、
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ

り
、
知
育
・
徳
育
・
体
育
の
基
礎
と
な
り
、

様
々
な
経
験
を
通
じ
て
「
食
」
に
関
す
る

知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、

健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
出
来

る
人
間
を
育
て
る
こ
と
で
す
。

　

そ
し
て
、「
し(

４)

ょ
く
い(

１)

く

(

９)

」(

食
育)

と
読
む
語
呂
合
わ
せ
か
ら
、

大
阪
市
に
本
社
を
置
く
某
法
人
が
、
４
月

19
日
を
「
食
育
の
日
」
と
し
て
制
定
し
、

一
般
社
団
法
人
日
本
記
念
日
協
会
に
よ
り

認
定
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
一
方
、
政
府
は

国
民
運
動
と
し
て
「
食
育
」
を
推
進
す
る

た
め
、
食
育
基
本
法
に
よ
り
毎
年
６
月
を

「
食
育
月
間
」、
毎
月
19
日
を
「
食
育
の
日
」

と
し
て
い
ま
す
。

　

吉
賀
町
に
お
い
て
、長
年
に
わ
た
り
「
食

育
」
推
進
活
動
を
担
っ
て
頂
い
て
お
り
ま

町
長
コ
ラ
ム

吉賀町長

食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ

Vol.99

岩本一巳

す
の
が
、
吉
賀
町
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

(

会
長:

本
広
明
美
、
食
生
活
改
善
推
進
員

数
43
名)

で
す
。
こ
の
協
議
会
で
は
、
毎
年

度
当
初
、
総
会
を
開
催
し
前
年
度
の
振
返
り

と
当
該
年
度
の
事
業
計
画
を
推
進
員
で
確
認

し
て
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
数
あ
る
活
動

の
中
の
一
つ
で
す
が
、
去
る
６
月
10
日(

水)

に
は
七
日
市
班
の
皆
さ
ん
が
、
七
日
市
公
民

館
事
業
「
つ
る
か
め
倶
楽
部
」(

家
庭
に
あ

る
食
材
を
使
用
し
て
料
理
を
つ
く
る
事
業)

に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
に
対
し
、
牛
乳
よ
り

も
低
脂
肪
・
高
カ
ル
シ
ウ
ム
で
あ
る
ス
キ
ム

ミ
ル
ク
を
使
用
し
た
デ
ザ
ー
ト
を
提
供
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
コ
ロ
ナ
禍
や
物
価
高
騰
な
ど

で
大
変
な
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、
こ
う

し
た
中
に
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
い
も
の
、
変

わ
っ
て
は
い
け
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
一
つ
が
「
食
べ
る
こ
と
の
大
切
さ
」
で
す
。

そ
の
大
切
さ
を
広
め
て
頂
く
の
が
、
推
進
員

の
皆
さ
ん
で
す
。
今
後
も
協
議
会
の
積
極
的

な
活
動
で
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
食
に
対
す
る

意
識
の
高
揚
に
ご
貢
献
頂
く
こ
と
を
大
い
に

期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
も
微
力
な
が
ら
、
自
分
自
身
の
食
育
活

動
の
一
環
と
し
て
「
お
弁
当
作
り
」
を
継
続

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、役
場
で
の「
ラ
ン
チ
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
」
も
総
務
課
で
受
付
け
て
い
ま
す

の
で
、
遠
慮
な
く
申
し
込
ん
で
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

スキムミルクを使用したデザート

会食の様子
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柿木地域⇒ビ・容

水 木 金 土
１

５　はとのゆ休館日 ６

きらきら広場

７

健診結果報告会

　（朝倉公民館）

行政相談所等開設日

からだ爽快教室

８

１２　はとのゆ休館日

松ヶ丘病院通院バス運行日

１３

手話通訳者設置日

１４ １５

１９　はとのゆ休館日 ２０

健診結果報告会

　（吉賀町保健センター）

障がい者就労相談

２１

ストレッチ教室

特設人権相談所

２２

２６　はとのゆ休館日 ２７

乳がん・子宮頸がん検診

松ヶ丘病院通院バス運行日

手話通訳者設置日

２８

ストレッチ教室

骨折・転倒予防教室

２９

乳がん・子宮頸がん検診

可燃ごみ収集日

◆週２回（柿木地域）地区⇒月・金　　　　　　　　　◆週２回（蔵木・六日市）地区⇒月・木

◆週２回（朝倉・七日市）地区⇒火・金　　　　　　　◆月１回地区⇒第４週の月

◆週１回（蓼野・朝倉【奥仲、野田、樋ノ口】）⇒火　 ◆週１回（星坂）⇒木

ごみの種類
資：資源ごみ　　カ：カン類　　容：容器プラスチック　　商：商品プラスチック

有：有害ごみ　　ビ：ビン　　　陶：陶器類　　　　　　　粗：粗大ごみ

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容
朝倉・七日市

　　　　⇒ビ・有・商

柿木地域⇒ビ・容
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朝倉・七日市⇒カ・容

朝倉・七日市⇒粗・容

納期限のお知らせ

〈納付書払いの方〉

８月３１日（月）

〈口座振替の方〉

８月２８日（金）

〈８月納付対象科目〉

個人県民税等（２期）

吉賀町役場

電　話　７７－１１１１

ＦＡＸ　７７－１８９１

吉賀町役場柿木庁舎

電　話　７９－２２１１

ＦＡＸ　７９－２３４４

吉賀町教育委員会

電　話　７７－１２８５

ＦＡＸ　７７－００４０

火事救急は１１９番

事件事故は１１０番

日 月 火

２ ３

健診結果報告会

　（吉賀町ふれあい会館）

松ヶ丘病院通院バス運行日

４

健診結果報告会

　（蔵木公民館）

妊婦・乳幼児健康相談

ストレッチ教室

９ １０ １１　山の日

１６ １７

松ヶ丘病院通院バス運行日

１８　はとのゆ休館日

ひきこもり相談

２３ ２４

こころの相談

２５

妊婦・乳幼児健康相談

乳児健診

乳がん・子宮頸がん検診

３０

乳がん・子宮頸がん検診

３１

ストレッチ教室

松ヶ丘病院通院バス運行日

２０２６年（令和８年）

　　８月　町民カレンダー

蔵木・六日市⇒粗・容

蔵木・六日市⇒カ・容

蔵木・六日市⇒資

柿木地域⇒ビ・容

柿木地域

⇒カ・有・粗・商・容

河津・金山谷

⇒粗・容・ビ・有・カ・商

蔵木・六日市

　　　　⇒ビ・有・商

柿木地域⇒ビ・容 蔵木・六日市⇒粗・容

河津・金山谷⇒資
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お知らせ

令和８年度　求職者のための企業説明会　in　益田

【開催日】９月１８日（金）１３：３０～１６：００（企業プレゼンテーション・各企業ブースでの説明会）

【場　所】市民学習センター　多目的ホール　（益田市元町１１-２６）

【参加費】無料

【申込先】就職サポートセンター島根　☎０８５５‐２５‐５２０７

国民年金保険料学生納付特例制度のご案内

　日本国内に住むすべての方は、２０歳になった時から国民年金の被保険者となり、保険料の納付が義務づけられていま

すが、学生には、申請により在学中の保険料の納付が猶予される「学生納付特例制度」が設けられています。

【対象者】

　学生納付特例を受けようとする年度の前年の所得が一定以下（※１）の学生（※２）が対象です。

　なお、家族の方の所得の多寡は問いません。

　（※１）所得基準（申請者本人のみ）：１２８万円 +扶養親族等の数×３８万円 +社会保険料控除等

　（※２）学生とは、大学（大学院）、短期大学、高等学校、高等専門学校、特別支援学校、専修学校および各種学校、

　　　　 一部の海外大学の日本分校に在学する方で夜間・定時制課程や通信課程の方も含まれます。

【必要なもの】

　・基礎年金番号またはマイナンバーがわかるもの

　・学生等であることまたは学生等であったことを証明する書類

　※申請手続きについては税務住民課、柿木地域振興室または浜田年金事務所にお問い合わせください。

【保険料の追納】

　学生納付特例の承認を受けた期間は、１０年以内であれば保険料をさかのぼって納めること（追納）ができます。

　将来受け取る年金額を増額するためにも、追納することをお勧めします。

　学生納付特例の承認を受けた期間の翌年度から起算して、３年度目以降に保険料を追納する場合には、承認を受けた当

　時の保険料額に経過期間に応じた加算額が上乗せされます。

【マイナポータルを利用して電子申請】

　「マイナポータル」からマイナンバーカードを利用して、簡単に電子申請ができます！

　申請後の状況や審査結果は、マイナポータルの申請状況照会ページで確認できます。

　マイナポータルのアカウント設定でメール通知を希望している方には、マイナポータルに審査結果が届くとメールでお

　知らせします。

しまねふるさとフェア２０２７出展者を募集します！

　しまねふるさとフェアは隣接県である広島県において、県産品の認知度及び地域ブランド力の向上を目指すとともに島

根県のＰＲやイメージアップ、観光誘客を目的に開催されるイベントです。出展を希望される方は下記をご確認の上ご連

絡ください。なお、出展希望者多数や出展の主旨に沿わない内容の場合はお断りすることがあります。

　【開催日時】令和９年１月２３日（土）１０時～１７時

　　　　　　　 　　　　　２４日（日）１０時～１６時３０分

　【開催場所】ひろしまゲートパークプラザ（広島市中区基町５－２５）

　【連 絡 先】企画課　☎７７－１４３７
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お知らせ

「母子父子寡婦福祉資金」予約貸付受付中

【対象となる方】

　令和９年４月の進学等を希望している

　（１）児童を扶養する母子家庭の母又は父子家庭の父

　（２）２０歳以上の子を扶養する寡婦

　（３）父母のない児童等

【対象となる資金】

　（１）児童の進学等を対象とする資金（※貸付はいずれも無利子です）

　修学資金：高等学校、大学、大学院、高等専門学校または専修学校に就学するための

　　　　　　授業料、書籍代、交通費などに必要な資金

　修業資金：就職するために必要な知識技能を習得するために必要な資金

　就学支度資金：就学、修業するために必要な入学金や被服などの購入資金

　（２）母子家庭の母、父子家庭の父、寡婦の知識技能習得を対象とする資金

　　　 ※連帯保証人を立てる場合は無利子、立てない場合は年 1％

　技能習得資金：就職するために必要な知識技能を習得するために必要な資金

　※修学先、自宅、自宅外通学など状況により貸付できる額が異なります。

【提出していただく書類等】

　（１）貸付申請書　　※１

　（２）戸籍謄本及び世帯全員の住民票　※ 2

　（３）島根県税の納税証明書

　（４）前年の収入額が確認できる書類（児童扶養手当証書の写しの提出をもってかえることができます）

　（５）修学修業先（技能習得先）調書　※ 1

　（６）修学・修業のために必要な金額が分かる資料

　（７）口座振替申出書または公金受取口座の利用等届出書　及び　口座振替依頼書※ 1

　※１　（１）,（５）,（７）の用紙は市町村役場にあります　

　※２　外国籍の方については、在留カード、特別永住者証明書、特別永住者証明書とみなされる外国人登録証明書

【予約貸付申請期間】

　令和８年８月から令和９年２月２６日（金）（県庁必着）

【注意事項】

　島根県育英会等、母子父子寡婦福祉資金との併給ができない奨学金があります。

　高等教育の修学支援新制度による奨学金・授業料減免等については、貸付限度額より給付額・減免額を控除した範囲で

　併給が可能です。なお、貸付申請後に新制度の決定を受けた場合は、当該決定通知書に基づき、下記吉賀町等に必ず届

　け出てください。

【問合せ・申込先】

　吉賀町保健福祉課　☎０８５６‐７７‐１１６５

　島根県青少年家庭課ひとり親支援係　☎０８５２‐２２‐６６８８・６６８９
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特設人権相談所の開設について

　法務大臣から委嘱された人権擁護委員が相談を受けます。相談は無料で秘密は守ります。予約は不要です。お困りのこ

とがありましたら、ご相談ください。

【日時・会場】８月２１日（金）９：００～１２：００　柿木公民館

益田人権擁護委員協議会／松江地方法務局益田支局　☎０８５６‐２２‐０４２９

行政相談所開設について

　吉賀町の行政相談委員が、住民の皆様から国の行政などへの意見・要望等を受け付け、その解決のための助言や関係機

関に対する通知等を行います。相談は無料です。お気軽にお越しください。

【日時・会場】８月７日（金）午前１０時～正午まで　吉賀町福祉センター（吉賀町六日市５８０‐４）

司法書士無料法律相談について

　遺産相続、遺言、不動産売買、名義変更、お金の貸し借り、ローンの返済、裁判、調停、成年後見等高齢者の財産管理、

悪質商法など、さまざまな法律相談に応じます。相続登記でお悩みの方はこの機会にぜひご相談ください。

【電話相談】※随時受付

　連 絡 先：☎０８５２－６０－９２１１

　受付期間：月・火・木　正午～午後３時まで

【面談相談】※完全予約制

　日　　時：８月２０日（木）午後１時～午後５時まで

　面談場所：益田市人権センターあすなろ館（益田市須子町３－１）

　予約方法：電話相談と同じ連絡先に電話して予約を行ってください。

お知らせ

　教室では講師の方が用意した教材で対話（コミュニケーション）の力をつけることをメインに、「つながる力」を養っ

ていきます。そこで、外国人の学習支援及び講師の補助をしていただけるボランティアの方を募集します。参加出来る範

囲で構いません。専門知識などは不要です。どなたでも大歓迎です！

場所 蔵木公民館（蔵木会場） 基幹集落センター（六日市会場） 七日市公民館（七日市会場）

日時

※毎月第２日曜日
１０時～１１時３０分 １３時３０分～１５時 １６時～１７時３０分

《８・９月の予定》

　８月９日（日）　テーマ「何時までですか」　　　９月１３日（日）　テーマ「私のスケジュール」

【問合せ】税務住民課　☎７７‐１１１３

吉賀町日本語教室開催・学習支援ボランティアを募集します！

司法書士の日記念無料相談週間について

　８月３日は「司法書士の日」です。この「司法書士の日」を記念し、島根県司法書士会では無料相談を実施します。

【日時・会場】８月３日 (月 )～８月７日（金）　島根県内の司法書士事務所

【問　合　せ】島根県司法書士会事務局　☎０８５２－２４－１４０２
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お知らせ

全国一斉「子どもの人権相談」強化週間について

　法務局では、こどもをめぐる様々な人権問題の解決を図るための取組の一つとして、「子どもの人権相談」強化週間を

実施し、皆様方からの相談をお受けいたします。

　【期間】８月２８日（金）から９月３日（木）までの７日間

　【時間】（平日）午前８時３０分から午後７時まで　　（土日）午前１０時から午後５時まで

　【電話番号】「子どもの人権１１０番」０１２０－００７－１１０（通話無料）

　【法務局ＬＩＮＥじんけん相談】検索ＩＤ「＠ linejinkensoudan」

　【問合せ】松江地方法務局人権擁護課　☎０８５６－３２－４２６０

児童扶養手当について

　児童扶養手当は、ひとり親家庭等に対し、児童の心身の健やかな成長に寄与することを趣旨として支給される手当です。

【支給対象者】

　（１）～（９）のいずれかに当てはまる児童を監護している方です。収入による支給制限があります。

　詳細な条件につきましては下記までお問合せください。

　　（１）父母が離婚した児童

　　（２）父または母が死亡した児童

　　（３）父または母が障がいの状態にある児童

　　（４）父または母の生死が明らかでない児童

　　（５）父または母が引き続き１年以上遺棄している児童

　　（６）父または母が裁判所からのＤＶ保護命令を受けた児童

　　（７）父または母が法令等により引き続き１年以上拘禁されている児童

　　（８）婚姻によらないで生まれた児童

　　（９）棄児などで父母がいるかいないかが明らかでない児童

【現況届】

　児童扶養手当を受給している方は、受給資格の審査および所得状況の確認のため、毎年８月中に現況届を提出していた

だく必要があります。対象の方へは個別に案内を送付しますので、期間内にご提出ください。

【問合せ】保健福祉課　☎０８５６‐７７‐１１６５

令和８年度島根県・松江市屋外広告物講習会の開催について

　屋外広告物の表示及び屋外広告物を掲出する物件の設置に関し必要な知識を習得するための講習会を開催します。

　屋外広告物業を営む方は、営業所ごとに屋外広告物講習会の修了者等一定の知識・資格のある者を配置することが必要

とされています。

　【開催日時】８月３１日（月）　１０時３０分～１７時００分

　 　　　　　９月　１日（火）　　９時３０分～１２時００分

　【開催場所】松江市市民活動センター（松江市白潟本町４３）

　【手 数 料】５，７８０円（テキスト代は別途）

　【受付期間】７月１日（水）～８月１４日（金）

　【問 合 せ】島根県土木部都市計画課　☎０８５２－２２－６７７３
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図書だより
町立図書館・柿木公民館

≪図書館利用状況６月≫

●貸出総数　２６６４冊

●貸出人数　　３７１人

●来館者数　　４６３人

[８月の休館日と返却ポスト ]

・毎月曜日と祝日は休館

・８／１４～１６お盆休館。なお８／１７は月曜休館。

地域の公民館に返却ポストがあります。ご利用ください。

【ぼうけんの夏　図書館×あそびば　ご案内】
　皆様に身近な施設として図書館を知っていただきたく、楽しいことをして過ごしてもらうイベントを企画しました。

　詳細は下記の通りです。どうぞおいで下さい。

　　開催日：８月１日（土）　場所：図書館　

　　内　容：午前１０時～図書館探索ゲーム、午後１時～色々なカードゲーム

　　　　　　午後６時３０分～７時３０分　エンジョイコンサート　出演　ドルチェ・レガート

　　　　　　他にはミニ古本市、ガラスにお絵描き、図書館お仕事体験、読み聞かせなどがあります。

　　　　　　※あそびばカフェとして午後４時からよしかの里さんのチーズケーキや飲み物も販売します。

吉賀町立図書館

柿木公民館

　今年の立秋は８月７日。二十四節気のひとつ。暦ではこの日から秋に入りますが、秋とはほど遠いと感じる暑さです。

秋の実感はいまいちですが、引き続き、体調に気をつけて暑い日々を乗り切りましょう。ふと見上げると、夏の雲とは違

うやさしい表情の雲が見えはじめます。流れるような雲や鰯雲。気温が高くても、このような雲が見られはじめたら、夏

の高気圧が弱まってきている証拠です。いつのまにか、トンボが舞いはじめていたり・・・・　深呼吸などをして、空を

見上げてみませんか。

【今月の本の紹介】
　ページをめくる指　　　　　金井　美恵子

　声の文化と子どもの本　　　松居　直

　学生諸君！　　　　　　　　漱石

　「時代」を旅する　　 　　　杉本　苑子

　日本人の心のゆくえ　　　　河合　隼雄

　忘れな草の記　　　　　　　菅原　洋一

　つくもがみ貸します　　　　畠中　恵

　恐怖　　　　　　　　　　　筒井　康隆

　６＋１の不思議　　　　　　斉藤　洋

　時間割のむこうがわ　　　　小浜　ユリ

　あんどうくん　　　　　　　のぞえ　咲

　いぬとねこ　　　　　　　　ソ・ジョンオ

　りんごがひとつ　　　　　　ふくだ　すぐる

　※県立図書館の本、「わたしたちのケーキのわけかた」の本返却されました。

開 館 日：火～金曜日及び毎月第２・４の土日

開館時間：９時～１６時

休 館 日：毎月曜日と祝日

　　　　　８月１２日、１３日午後休館します。

【中川ひろたか展】
　６月２０日絵本作家・シンガーソングライターの中川ひろたかさんのえほん講演会がありました。

　これに合わせて、６月は図書館所蔵の中川ひろたかさんの絵本を展示しました。たくさんの作品があり、来館者も手に

　取って読んでいました。

【直木賞・芥川賞候補作品の展示】
　７月１５日発表予定の直木賞・芥川賞の候補作品が発表されました。芥川賞候補はまだ本として出版されていない作品

　が多い為展示できませんが、直木賞候補作品は展示しています。
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　《
寄
稿
》

泥
落
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

　

五
月
も
終
り
か
け
の
頃
、
田
植
え
も
無
事
に

済
み
し
こ
の
時
期
…
各
所
、
各
グ
ル
ー
プ
で
は
、

田
植
え
作
業
で
付
い
た
泥
を
落
す
の
だ
と
言
う

「
懇
親
会
」
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
俗
に

「
泥
落
し
」
と
言
い
ま
す
。

　

昭
和
30
年
代
頃
ま
で
は
、
牛
馬
で
代
か
き
し
、

人
の
手
で
植
え
て
い
た
の
で
手
足
や
顔
に
い
っ

ぱ
い
泥
を
付
け
て
い
た
も
の
で
す
。
文
字
通
り

の
泥
落
し
会
で
し
た
。
そ
の
光
景
も
、
近
所
の

人
や
親
戚
が
集
ま
り
「
手
間
換
え
」
と
言
っ
て

各
戸
の
田
植
え
を
し
て
い
く
訳
で
す
。
自
分
の

田
が
終
れ
ば
次
の
日
は
隣
の
家
に
行
く
、
又
次

の
家
に
行
く
と
い
っ
た
具
合
に
…
各
所
で
見
ら

れ
た
風
景
で
し
た
。

　

そ
し
て
泥
落
し
と
も
な
れ
ば
そ
れ
ら
の
人
々

が
料
理
し
た
も
の
や
酒
を
持
ち
寄
っ
て
宴
会
と

な
る
の
で
す
。
そ
れ
も
田
植
え
の
終
り
切
ら
な

い
内
か
ら
、
い
つ
や
る
か
、
料
理
は
？
、
人
数

は
な
ど
な
ど
…
何
か
と
賑
か
な
話
に
な
っ
て
米

作
り
の
心
配
も
そ
こ
そ
こ
に
話
の
は
ず
む
こ
と

し
ば
し
ば
で
す
。
そ
う
し
た
中
実
り
の
秋
に
思

い
を
馳
せ
る
の
で
す
。

　

近
年
は
機
械
化
も
進
ん
で
泥
田
に
入
っ
て
の

作
業
は
ほ
と
ん
ど
有
り
ま
せ
ん
。
ト
ラ
ク
タ
ー
、

田
植
え
機
を
操
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
長
靴
も
田

靴
も
履
か
な
く
て
も
田
植
え
は
終
り
ま
す
。
こ

う
し
て
書
く
と
稲
作
は
簡
単
な
様
に
見
え
ま
す

が
前
後
の
畦
や
農
道
の
草
刈
り
が
有
り
ま
す
。

（
こ
れ
が
一
番
疲
れ
る
作
業
）
一
つ
の
田
ん
ぼ
に

年
４
～
５
回
刈
り
ま
す
。

　

泥
の
付
か
な
い
田
植
え
で
す
が
泥
落
し
会
は

必
ず
と
言
っ
て
い
い
程
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な

り
ま
す
。

　

昔
は
主
役
の
座
に
居
た
女
性
陣
も
、
今
は
出

番
が
極
端
に
少
な
く
は
な
っ
て
い
て
、
泥
も
付

け
な
い
の
に
「
泥
落
し
会
」
の
話
に
は
積
極
的

に
参
加
の
よ
う
で
す
。

　

機
械
化
も
進
み
泥
の
付
か
な
い
懇
親
会
と
は

な
っ
て
い
ま
す
が
こ
れ
か
ら
も
大
事
に
し
て
い

き
希
薄
と
な
り
つ
つ
あ
る
人
と
人
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
き
た
い
も
の
だ
と
感
じ
た
泥

落
し
と
な
り
ま
し
た
。

　《
寄
稿
》

郷
里
回
想
録
三
十
五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

雅
夫

　

此
の
世
で
今
日
迄
数
多
く
の
先
達
者
と
の
出

合
い
が
あ
り
ま
し
た
。
中
で
も
岩
国
市
在
住
の

三
上
師
様
に
は
鎧
・
甲
冑
・
刀
剣
類
の
鑑
定
を

始
じ
め
中
・
近
世
古
文
書
解
読
、
又
、
文
語
体

多
岐
に
渡
っ
て
教
示
を
賜
っ
た
。
又
、
和
歌
・

漢
詩
・
俳
句
等
は
中
央
東
都
の
榎
師
匠
や
津
和

野
町
山
本
女
史
様
あ
る
い
は
作
詩
文
は
松
江
市

の
宮
田
様
、
書
画
は
町
内
小
山
先
輩
様
始
じ
め

山
口
県
の
時
重
泰
香
師
、
京
都
狩
野
派
宗
家
・

民
俗
は
旧
日
原
町
、
大
庭
美
先
輩
師
等
々
数
々
、

取
り
分
け
岩
国
市
の
三
上
師
様
に
於
い
て
は
、

広
島
市
で
開
催
時
分
の
事
始
め
、
文
部
技
官
、

小
笠
原
信
夫
師
等
々
に
折
り
に
振
れ
出
合
い
が

あ
り
、
師
は
五
年
前
数
々
の
業
積
の
元
他
界
さ

れ
た
。
又
、
町
民
百
四
十
余
名
の
方
々
よ
り
、

暖
か
い
声
援
を
受
け
ま
し
た
。
あ
る
い
は
東
都

の
粟
河
様
は
、
は
る
ば
る
訪
宅
さ
れ
談
義
致
し

ま
し
た
。
本
当
に
人
々
間
に
お
け
る
出
合
い
偶

然
の
巡
り
合
せ
御
縁
の
不
思
議
は
如
何
な
る
事

項
か
と
も
存
ず
る
次
第
で
あ
り
有
り
し
日
の
数

多
の
回
想
が
昨
今
の
如
く
よ
み
が
え
る
真
夏
の

夜
半
で
は
あ
る
。

　《
寄
稿
》

吉
賀
町
役
場
の
皆
様
へ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

　
　

日
本
に
健
全
な
森
を
つ
く
り
直
す
委
員
会

　
　
　
　
　
　

事
務
局
長　
　

天
野　

礼
子

　

６
月
15
日
（
月
）
に
、養
老
孟
司
先
生
が
、「
ゾ

ウ
ム
シ
採
り
」
に
来
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
に
、

吉
賀
町
は
、
岩
本
町
長
は
じ
め
、
す
べ
て
の
課

長
ら
が
動
き
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

私
ら
が
作
っ
て
い
た
「
養
老
先
生
の
Ｔ
シ
ャ
ツ
」

を
み
ん
な
が
着
て
、
動
い
て
下
さ
っ
た
の
で
す
。

小
学
生
は
100
人
で
、
山
の
上
で
動
い
て
い
ま
し

た
。
高
校
生
は
、
そ
の
小
学
生
を
連
れ
て
ゾ
ウ

ム
シ
採
り
を
し
て
下
さ
っ
て
い
ま
し
た
。「
こ
ん

ちょうみんひろば

な
町
が
、
日
本
の
中
で
、
あ
る
の
か
」
と
。

　

私
は
世
界
や
日
本
の
町
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
そ
う
考
え
た
の
で
す
。
で
も
よ
く
考
え
て

み
る
と
、
私
は
京
都
で
同
志
社
の
中
学
、
高
校
、

大
学
と
行
っ
た
の
で
す
が
、
こ
ん
な
こ
と
を
今

ま
で
は
見
て
い
な
か
っ
た
の
で
、こ
の
町
を
「
最

後
の
棲
家
」
に
し
た
の
で
し
た
。
「
キ
ヌ
ヤ
」
さ

ん
に
、
買
い
物
に
行
く
と
、「
明
日
は
養
老
先

生
が
来
る
ん
で
し
ょ
う
」
と
、
言
わ
れ
ま
し
た
。

み
ん
な
が
知
っ
て
い
る
の
で
す
。
こ
ん
な
町
に

し
た
の
は
、
み
な
さ
ん
で
す
ね
。
私
は
、
こ
ん

な
町
で
住
ん
で
い
て
、
と
て
も
嬉
し
い
で
す
。

　《
俳
句
》

初
夏
や
魚
道
煌
く
高
津
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
崎　

美
智
子

青
空
の
清
し
き
朝
や
草
を
刈
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
浦　

一
美

涼
風
や
祖
父
・
父
・
孫
の
梅
林

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

糟
谷　

圭
子

指
程
の
胡
瓜
を
か
じ
る
夜
の
け
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

ツ
ル
子

友
達
へ
四
つ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
探
す
子
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
田　

綾
美

天
上
も
句
会
あ
る
ら
む
ほ
と
と
ぎ
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
木　

道
子

蛃
た
か
り
溝
の
縁
を
ば
踏
み
外
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

庭
に
咲
く
沙
羅
双
樹
一
輪
釈
尊
偲
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

ふ
き
の
と
う
香
り
を
詰
め
た
が
捨
て
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

応
募
方
法
と
お
知
ら
せ

●
毎
月
１
日
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
俳
句
・
川
柳
・
短
歌
の
中
か
ら
１
人
１
句
の
み
の
掲
載
と

　

な
り
ま
す
。

●
作
品
の
内
容
に
よ
っ
て
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
応
募
多
数
の
場
合
等
は
掲
載
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

●
掲
載
の
有
無
は
連
絡
い
た
し
ま
せ
ん
。
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ちょうみんひろば

お
悔
み
～
や
す
ら
か
に
～
（
６
月
届
出
）

　

河
野　

幸
實　
　
　

さ
ん　

94
歳　
　

蓼
野

　

久
保　

ミ
サ
子　
　

さ
ん　

94
歳　
　

六
日
市

　

吉
本　

恭
子　
　
　

さ
ん　

90
歳　
　

朝
倉

　
　

同
意
が
得
ら
れ
た
方
の
み
記
載
し
て
い
ま
す
。

無
名
山
命
名
せ
ば
や
東
行
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

我
老
い
て
老
犬
相
手
に
生
き
競
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　
《
短
歌
》

カ
ア
カ
ア
カ
ア
頭
上
注
意
と
親
鴉

　

小
枝
の
バ
ラ
ッ
ク
見
て
見
て
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博

盛
太
ヶ
岳
の
上
に
ほ
っ
か
り
春
の
雲

　

山
峡
の
里
陽
の
な
か
に
在
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
峯　

辰
雄

気
づ
い
た
ら
尻
餅
つ
い
て

　

病
院
生
活
一
箇
ヶ
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

池
の
面
に
淡
雪
落
ち
て
消
ゆ
る
ご
と

　

忘
る
る
日
々
を
積
み
て
生
き
ゆ
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

勝
史

泥
落
し
母
が
作
っ
た
柏
餅

　

食
べ
て
遊
ん
で
吉
賀
中
央
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

齋
藤　

み
ど
り

出
生
～
す
こ
や
か
に
～
（
６
月
届
出
）

　

村
上　

実
晴
（
さ
ね
は
る
）
さ
ん

　
　
　
　
　

太
悟
・
東
子
さ
ん
の
子　

立
河
内

　

澄
川　

然
（
ぜ
ん
）
さ
ん
・
禄
（
ろ
く
）
さ
ん

　
　
　
　
　

敦
馬
・
ま
ゆ
さ
ん
の
子　

抜
月

吉賀町の人口・世帯数（令和 8年 6月 30 日現在）
　人口　5,335 人 (+4)　　男　2,595 人（+15）　　女　2,740 人（-11）　　世帯数　2,900 世帯（+11）

梅
雨
の
雨
か
え
る
の
合
唱
は
や
し
た
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

村
上　

毅

　
《
川
柳
》

サ
ツ
マ
イ
モ
苗
植
え
せ
よ
と
雨
が
言
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

水
上　

健
二

山
道
に
座
る
小
猿
の
あ
ど
け
な
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寺
戸　

美
瑳
子

雨
の
中
頑
張
る
子
ど
も
親
テ
ン
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
庭　

和
子

世
間
で
も
渡
り
上
手
な
人
は
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
村　

民
子

泣
き
声
が
目
覚
ま
し
が
わ
り
飛
び
お
き
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

折
口　

沙
羅

年
老
い
て
望
み
は
捨
て
ず
前
を
向
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
上　

武
史

年
を
取
り
イ
ン
ク
も
値
上
げ
色
気
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

池
下　

邦
枝

テ
レ
ビ
無
し
過
疎
の
山
里
カ
エ
ル
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
村　

菊
夫

現
金
派
レ
ジ
で
冷
た
い
視
線
浴
び

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

澤　

三
智
代

怒
っ
て
い
る
腰
に
手
を
当
て
ア
ピ
ー
ル
顔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
下　

一
恵

紫
陽
花
の
色
の
変
化
を
見
る
日
々
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
内　

さ
く
ら

タ
レ
ン
ト
で
無
い
け
れ
ど
も
が
歯
は
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
井　

恵
美
子

子
育
て
に
目
紛
し
く
飛
ぶ
初
燕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

豊
田　

百
恵

田
植
え
済
み
新
茶
も
香
る
朝
餉
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
中　

和
博
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